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近
年
、
大
規
模
な
豪
雨
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、
福
島
県
に
お
い

て
も
、
再
び
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
よ
う
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
日

頃
か
ら
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
い

て
考
え
る
「
マ
イ
避
難
」
の
取
組

を
進
め
る
た
め
、「
ふ
く
し
ま
マ

イ
避
難
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
配

布
し
て
い
ま
す
。
御
自
宅
周
辺
の

危
険
な
場
所
や
避
難
場
所
な
ど
を

確
認
し
た
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に

速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
日
頃

か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
の
備
え
が

命
を
守
る

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄

令和元年東日本台風の影響で浸水した須賀川市
（2019年10月13日）
写真提供：福島ドローンスクール（株）
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令
和
元
年
東
日
本
台
風
を
教
訓
に

　
一
昨
年
10
月
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、

県
内
で
初
め
て
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
、

建
物
や
河
川
な
ど
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
県
内
の
水
害
に
よ
る
犠
牲
者
数
は
戦
後

２
番
目
と
な
る
大
き
な
災
害
で
し
た
。

被
災
世
帯
住
民
の
行
動
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

　
県
が
行
っ
た
住
民
避
難
行
動
調
査（
※
）の
結

果
か
ら
、「
避
難
情
報
を
き
っ
か
け
に
避
難
し
た

2021年
　6月号今月の表紙 寺子屋Hana

（会津若松市）
会津若松市で活動するNPO法人寺子屋方丈舎、CoderDojo Aizu、SAPジャパン株式会社、KDDI株式会社。寺子屋方丈舎の建物内に設けられた
「寺子屋Hana」では、IchigoJam（イチゴジャム）という子ども向けパソコンを使用したプログラミング体験などを定期的に行っています。

　
６
月
か
ら
10
月
は
、集
中
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
る
洪
水
が
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。
水
害

か
ら
自
分
の
命
と
、大
切
な
人
の
命
を
守
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　災害直接死の32人中21人が65歳以
上の高齢者で、うち15人が浸水により
自宅の1階で亡くなりました。早めの
避難、高所への避難が重要です。

令和元年東日本台風等の
主な被害状況

（県災害対策本部調べ）

災害直接死 32人

建物（住家）被害 21,903棟
（R3.4.13時点）

避難者数
（各市町村最大避
難人数の合計）

26,175人

特 集

水
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

水
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　「マイ避難」とは、一人一人の適切な避難行動のことです。いざというときに
速やかな避難を行うために、日頃から「マイ避難」を考え計画しましょう。
　「ふくしまマイ避難ノート」の入手方法は、ホームページからダウンロードするか、
電話でお問い合わせください。

知って備える「ふくしまマイ避難ノート」

問 県庁災害対策課　☎024(521)7641

4ページでも
マイ避難を
紹介

人
は
少
な
く
、
身
に
危
険
が
迫
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
感
じ
て
か
ら
避
難
行
動
を
起
こ
し
た
人

が
多
い
。」「
事
前
に
具
体
的
な
計
画
を
立
て
て

い
た
人
ほ
ど
早
め
の
水
平
避
難（
自
宅
外
へ
の

避
難
）を
し
て
い
た
。」な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

命
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
安
全
な
避
難

場
所
を
決
め
て
お
く
こ
と
、
避
難
場
所
へ
の
経

路
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
雨
の
際
は

市
町
村
な
ど
の
避
難
情
報
を
基
に
た
め
ら
わ
ず

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※【
住
民
避
難
行
動
調
査
】令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被
害
が
大
き

い
13
市
町
の
被
災
世
帯
を
対
象
と
し
て
、日
頃
か
ら
の
防
災
の
備
え

や
当
日
の
避
難
行
動
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
も
の
。

ふくしまマイ避難ノート 検 索
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ぜひご覧ください

6月1日公開予定

日
頃
か
ら
の
備
え
を
災
害
時
に
活
か
す

　

本
宮
市
は
多
く
の
水
害
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
教
訓
に
、舘
町
町
内
会
で
は

自
主
防
災
組
織
を
設
け
、毎
年
、防
災
訓
練
を

行
い
、災
害
へ
の
備
え
と
防
災
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
が
来
る
２
日
前
に

は
、緊
急
連
絡
を
各
戸
に
配
布
し
、情
報
収
集

の
大
切
さ
、避
難
の
準
備
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
台
風
当
日
は
、自
宅
か
ら

避
難
し
な
い
方
、出
来
な
い
方
を
、役
員
が
訪

問
し「
増
水
の
場
合
は
高
所（
２
階
）へ
避
難
す

る
よ
う
に
」と
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、町
内
会

で
亡
く
な
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

強
い
意
志
で
避
難
を

　
「
災
害
」
は
時
間
や
季
節
、
天
候
を
選
ぶ
こ

と
な
く
や
っ
て
き
ま
す
。「
こ
の
土
地
は
大

丈
夫
だ
ろ
う
」「
自
分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と

い
う
過
信
を
捨
て
、
警
戒
レ
ベ
ル
の
発
令
に

沿
っ
て
、
強
い
意
志
で【
避
難
す
る
！
】
と
決

め
る
こ
と
が
命
を
守
る
最
大
の
鍵
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
も
重
要
で
す
。
日

頃
か
ら
町
内
会
行
事
で
親
睦
交
流
し
て
、
人

間
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
災
害
時
に
若
い
メ

ン
バ
ー
と
情
報
交
換
が
円
滑
に
で
き
、
避
難

の
呼
び
か
け
に
も
住
民
が
信
頼
し
て
応
じ
て

く
れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

本宮市舘
たて

町
まち

町内会　前副会長

小
お

濱
ばま

 謙
けん

さん

町
内
会
の
副
会
長
と
し
て
、長
年
に
わ
た
っ
て

防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
濱
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●防災図上訓練
　避難経路を確認

●屋外実地訓練
　避難訓練の様子

地
域
で
命
を
守
る

　
～
本
宮
市
舘
町
町
内
会
の
取
り
組
み
～

●防災図上訓練
（右図の自主防災組織メンバーが、水害、地震
などを想定した避難経路のチェック、ハザー
ドマップによる危険な場所の確認などを行う）
●屋外実地訓練
（町内会員が参加し、避難訓練、傷病者救出訓
練などを行う） 構成員には、防災士、若手メンバーなども積極的に参加

避難誘導係（2人）

舘町町内会の防災訓練 舘町町内会　自主防災組織（概略図）
各班に次の係を設置

1班

7班

副本部長（副会長）（2人）

連絡係（班長）本部長（町内会長）

問 県庁危機管理課　
　　☎024(521)8651

「災害の恐ろしさ」
「避難の必要性」を
　動画で紹介

インタビュー

そなえるマイ避難 検 索

令和３年度は復興の新たなステージがスタートする重要な年になると思います。「復興・再生」が加速するよう一県民として協力
していきたいと思います。（国見町 80代）読者からのお便り



４月号で今年度の県の予算で詳しい説明が書かれていたことは、私たちの税金の使い道を知る意味でよかったです。（福島市 60代） 読者からのお便り 4

自らの命は自らが守る、

マイ避難そ の た め の

問 県庁災害対策課　☎024（521）7641
福島県防災Twitter
＠Fukushima_Bosai

○避難に時間のかかる高齢者等
　の方は、警戒レベル３「高齢者
　等避難」で危険な場所から避難

○警戒レベル４「避難指示」で、
　危険な場所から全員が避難（こ
　れまでの「避難勧告」は廃止）

○警戒レベル５は、すでに安全な
　避難ができず命が危険な状況
　であるため、警戒レベル５の発
　令を待つことなく、警戒レベル
　４までに必ず避難。

ハザードマップで自宅の位置を確認

「警戒レベル３」で
安全な親戚や
知人宅に避難

「警戒レベル 4」で
安全な親戚や
知人宅に避難

「警戒レベル３」で
市町村が指定する
緊急避難場所や
避難所に避難

「警戒レベル 4」で
市町村が指定する
緊急避難場所や
避難所に避難

はい いいえ

はい はいいいえ いいえ

安全な場所に親戚・知人宅が
ある場合は、緊急時の避難先と
して考えてみましょう。避難所

が密集状態になることを避ける「分散
避難」は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止対策にもなります。避難を受
け入れてもらうことについて、日頃か
ら話し合っておくことも大切です。

安全な場所に住んでいて
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて
身を寄せられる親戚や知人はいますか？

ご自身または一緒に避難する方は
避難に時間がかかりますか？

ハザードマップは
「ふくしまぼうさいウェブ」からも
確認できます

色が塗られている場合、災害の危険あり
原則として自宅の外に避難が必要

2021年
　6月号

新たな避難情報
これまでの避難情報

自分に合った
避難の仕方を
考えてみよう！

避難情報の
名称が

変わります！

ベコ太郎

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

みんなの健康のために！
受動喫煙を防止しよう

令和3年4月1日から施行された
「ふくしま受動喫煙防止条例」について紹介します。

　受動喫煙を防ぐために、県や県民の皆
さんが気を付けることや取り組むべきこと
を定め、県民の皆さんへの受動
喫煙による悪影響を未然に防ぐ
ことを目的としています。

　本人がたばこを吸っていなくても、他の人が吸っ
ているたばこから立ち上る煙やその人が吐き出す煙
を吸い込んでしまうこと。受動喫煙により、周囲
の人の健康にも悪影響が及ぼされてしまいます。

問県庁健康づくり推進課　☎024（521）7640 詳しくは、
ホームページをご覧ください。 検 索ふくしま受動喫煙防止条例

1  ふくしま受動喫煙防止条例

　イエローグリーンは、「受動喫煙したくない、させたくない」という気持ちを表す色です。
　このリボンを着用している人を見かけたら、たばこの煙の行方にご配慮いただき、受動喫煙防止に
ご協力をお願いします。

2  イエローグリーンリボンについて

　子どもや妊婦等は受動喫煙により健康を損なう恐れが高いため、
次の点に努めましょう。
●家庭では同じ部屋で喫煙しない
●車内で同乗中は喫煙しない
●学校、児童福祉施設などの周辺の路上や通学時間帯の通学路で喫煙しない
●公園、児童遊園では受動喫煙を防止する

 たばこを吸う人が気を付けること

受動喫煙とは？

●ライフサイクルの各段階を通し
て喫煙や受動喫煙による健康
への悪影響について理解を深
めましょう

●他の人に受動喫煙をさせてし
まわないように努めましょう

●保護者の方などは、喫煙場所
に子どもが立ち入らないよう
にするなど、受動喫煙による
悪影響を未然に防ぐよう努め
ましょう

 一人一人が取り組むこと
●飲食店等で喫煙室を設けない場合は、その
旨を表示しましょう

●公園や児童遊園の管理権原者は、受動喫煙
により健康を損なう可能性の高い利用者へ
の受動喫煙防止に努めましょう

●学校や児童福祉施設等、子どもが主として
利用する施設は特定屋外喫煙場所※を設置
しないように努めましょう

 事業者、管理権原者等が取り組むこと

敷地内が原則禁煙である学校、病院、児童福祉施設等、行政機関などで
一定の要件を満たした場合に設置できる屋外喫煙所のこと。

※特定屋外喫煙場所とは


